
平成22年7月31日（土）～8月24日（火）
大阪市役所、大阪市中央公会堂、芝川ビル、元・立誠小学校（京都市）、
大阪市立芸術創造館、大阪市旭区民センター
　500円で演劇や音楽、古典芸能などさまざまなジャンルの体験講座を楽しめるインターナショナルワーク
ショップフェスティバル。平成19年に38講座（38DOORS）でスタートしたものが、平成20年に

「100DOORS」、昨年は「200DOORS」と年々拡大を
続け、今年は従来の大阪市に加え、京都市にも会場を
設け、「250DOORS」として開催します。今年も関西独
自の「おもろい」や「こだわり」をキーワードに、世代・ジャ
ンル・国境を越えて、できるだけ多くの皆さんが気軽に参
加いただける「文化創造の扉」を提供していきます。
　去る7月１日には、会場のひとつである芝川ビルで、
ワークショップ講師にも多数参加いただき、記者説明会
を開催し、マスコミなどで幅広く取り上げられています。

　7月7日は七夕の日。LEDを光源とする光の球5万個を、市民
の願いを託して大川に放流し、天の川を創り出す「平成OSAKA
天の川伝説」。昨年は実験回として実施され、今年が第1回。今
回から大阪21世紀協会も主催に加わりました。一夜限りの光の
大川に、詰め掛けた約3万人が酔いしれました。市民の力による
この催しは、新しい大阪の景観創造に向け、10年、20年と続い
ていくプロジェクトとなることを目指しています。

大川に煌めく5万個の星

平成OSAKA天の川伝説

インターナショナルワークショップフェスティバル

250DOORS開催

今年度の講師陣（一部）

天の川をバックにゴスペルを熱唱する「アノインティッド・マス・クワイヤー」

浪曲弟子入り講座（昨年度）

尺八講座（昨年度）

大阪21世紀協会賛助会員へ入会のお願い
大阪の活性化のため、皆様のご支援をお願いします。

会　費（何口でも結構です）
■法人会員一口につき年会費10万円　
■個人会員一口につき年会費1万円

特　典
1.協会が発行する刊行物の配布　
2.協会が主催する各種セミナーなどへの案内
3.賛助会員の参考となる情報・資料の提供など

第22回なにわ淀川花火大会
　◆8月7日（土）花火打上19：50～20：40・荒
天の場合8日（日）に順延／上流・新御堂筋
「淀川鉄橋」、下流・国道2号線淀川大橋／無
料（協賛観覧席有）／問合せ：なにわ淀川花火
大会事務局☎06－6307－7765（24時間音
声ガイダンス）

第33回島本夏まつり
　「子どもたちに夢と思い出を、住む人の連帯
と融和」をテーマに、盆踊りと夜店による夕べ。
◆8月7日（土）17：00～21：30／島本第一中
学校グランドおよび周辺／入場無料／問合
せ：島本町商工会青年部☎075－962－
5112、FAX075－962－0230

第54回大阪薪能　
　◆8月11日（水）～12日（木）17：30～20：
30・雨天の場合13日（金）に順延／生國魂神
社境内／前売3,000円、当日3,500円、学生
2,000円／問合せ：生國魂神社☎06－6771
－0002、FAX06－6771－0003

松尾塾子供歌舞伎公演
　伝統芸能の歌舞伎を教え、日本人の礼節と
心を伝えようと開塾。今回は「実録先代萩（竹
本連中）」他を上演。◆8月14日(土)14：00開
演、15(日)12：00開演／国立文楽劇場／
6,000円／問合せ：松尾塾子供歌舞伎☎03
－3407－7778

第30回記念大阪城薪能
　観世清和・観世流能「翁」、梅若玄祥・観世
流能「安宅」、大蔵流狂言「貰聟(もらいむこ）」
◆8月25日(水) 18：00～21：00（雨天中止の
場合は26日に順延）／大阪城西の丸庭園／
一般・前売3,600円（当日4,500円）、高大生・
前売2,000円（当日2,500円）、中学生以下無

料／問合せ：読売新聞企画事業部☎06－
6366－1848（10：00～17：00）

第10回記念佐伯紀久子之会別会能
　佐伯紀久子・能「鸚鵡（おおむ）小町」、観世
清和・能「鵺（ぬえ）」ほか◆9月20日（月・祝）
13：00～17：00／上田観正会能楽堂（神戸）
／一般8,000円（前もっての座席指定は
1,000円増）／問合せ：佐伯紀久子之会☎
078－731－2727

第19回枚岡薪能
　木村正雄他・狂言「柿山伏」、大江又三郎
他・能「頼政」、解説「三修羅について」◆9月
25日(土) 17：30～20：30／枚岡神社境内特
設舞台／無料／問合せ：枚岡薪能事務局☎・
FAX0743－76－0177 

小原流大阪支部創立100周年記念花展
　小原流は明治中期に創立者・小原雲心が
大阪で「盛花」という新形式を創案。大阪支部
は平成22年に創立100周年を迎え、記念花
展を開催。◆10月7日（木）～12日（火）10：00
～20：00／高島屋大阪店／前売800円、当
日1,000円／問合せ：小原流大阪支部☎06
－6241－5223、FAX06－6241－6166

水都おおさか森林（もり）の市2010
　木と触れ合う体験を通して、大人から子ども
まで森林の大切さを楽しみながら学ぶ。◆10月
9日（土）～10日（日）10：00～16：00／近畿中
国森林管理局、OAP、毛馬桜之宮公園周辺
／入場無料／問合せ：近畿中国森林管理局
☎050－3160－6753、FAX06－6881－
3564

第11回天満音楽祭
　「音づくり・仲間づくり・街づくり」をテーマに、
天満を中心に大阪市内各所でライブを実施。

◆10月10日（日）10：00～18：30（会場毎に
異なる）／北区民センター、大阪天満宮、宝珠
院、専念寺、明福寺、大阪市立扇町総合高
校、OAP他／入場無料／問合せ：天満音楽祭
実行委員会☎06－6351－3450、FAX06－
6358－1040

体操フェスティバル 2010 OSAKA
国際大会
　体操が大好きな仲間の集い。◆シティ・パ
フォーマンス10月15日（金）12：15～13：00
（大阪市庁舎前広場）、フェスティバル・デイ10
月17日（日）10：00～15：00（大阪市立中央体
育館）／無料（当日整理券必要）／問合せ：
NPO法人MGLA事務局☎06－6374－
5274、FAX06－6374－0373

天満・天神バレエ＆ダンスフェスティ
バル2010
　地域のダンスの向上をめざし、世界に羽ばた
くアーティストダンサーを発掘。◆10月17日
（日）12：00～17：30（発表会）、18：00～各       
ジャンルのスペシャルアーティストの競演／大
阪市中央公会堂／前売3,500円、当日
4,000円／問合せ：天満・天神バレエ＆ダンス
フェスティバル2010実行委員会☎06－6351
－5224、FAX06－6351－5228

升の市
　日本の「市」の起源ともいわれ松尾芭蕉も参
加。江戸時代の市の賑わいを再現。◆10月
17日（日）9：30～15：30／住吉公園・松尾芭
蕉句碑周辺／入場無料／問合せ：『升の市』
実行委員会☎06－6782－6274、FAX06－
6782－6277

※イベント内容の詳細については、各問合せ先に
お問合せください。
※ここに紹介する以外にも、大阪21世紀協会は
多数のイベントなどを後援しています。

お問合せ（財）大阪21世紀協会  総務チーム  TEL.06‐6942‐2001 FAX.06‐6942‐5945

　梅棹忠夫氏の存在そのものが巨大な知の森でした。そこから流れ出でる源流水
が社会を潤し恩恵をもたらしてきたと改めて強く思います。
　学問的業績はいわずもがな、関西や大阪を中心に社会の知的リーダーとして大
きな役割を果たして来られました。戦後、多くの都市の文化政策や都市経営の基本
的な精神的機軸は梅棹理論をもとに展開されたといっても過言ではありません。
　1982年の大阪21世紀協会設立にあたっても中心的メンバーとなり、常任理事・
企画委員会座長として一貫して“文化立都”の旗のもと指導推進にあたられました。

“文化がないと都市らしい都市にはならない。文化があればこそ、めしが食えるのだ。
もともと大阪は大文化都市であり、西日本の首都であった。その自覚を取り戻すべ
きだ。すべてがカネに収斂するような価値観だけでは尊敬される都市にはなれない。

世界から尊敬され、世界で舞いを舞えるような人材が育つ都市になっ
てほしい。”

　梅棹先生から折に触れて伺った鮮烈な言葉が、よみがえってきます。
つい最近お会いしたときも、わざわざ呼び止められ、大阪の文化事情を
憂いつつ、理念と志の継続・継承を求めておられました。
　大阪が知の森の繁茂する文化都市に少しでも近づけるのか、これ
からもきっと天上から私たちを叱咤激励しつつ見守って下さっているに
違いありません。

語り継ぎたい梅棹忠夫氏　警世の理念　
（2010年7月3日ご逝去）

財団法人大阪21世紀協会　理事長 堀井良殷

「大阪21世紀」1998年春号インタビューにて

大阪21世紀塾記者発表（1998年3月23日）にて
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EVENT GUIDE イ ベ ント ガ イド
大阪21世紀協会は次の各催事を後援・協賛します。
みなさまのご参加、ご支援をお願いいたします。

後援・協賛イベント

EVENT GUIDE


